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多機能化する「道の駅」
～誕生から30年を迎えて～

市 長 座 談 会

　

平
成
３
年
に
山
口
県
・
岐
阜
県
・
栃
木

県
で
実
験
的
に
始
ま
っ
て
か
ら
今
年
で
30

年
を
迎
え
る
「
道
の
駅
」。「
道
路
利
用
者
へ

の
安
全
で
快
適
な
道
路
交
通
環
境
の
提

供
」「
地
域
の
振
興
や
安
全
の
確
保
に
寄

与
」
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
各
地
で
設

置
が
進
め
ら
れ
、
本
年
６
月
現
在
の
登
録

数
は
１
１
９
３
駅
に
及
び
ま
す
。
道
の
駅

の
主
要
機
能
で
あ
る
「
休
憩
機
能
」「
情
報

発
信
機
能
」「
地
域
連
携
機
能
」に
加
え
て
、

近
年
は
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
、
新
た

に「
防
災
機
能
」を
高
め
る
動
き
が
広
が
る

な
ど
、
道
の
駅
の
多
機
能
化
も
進
ん
で
い

ま
す
。

　

座
談
会
で
は「
道
の
駅
」を
地
域
活
性
化

や
防
災
拠
点
に
活
用
す
る
山
田
・
白
山
市

長
、
須
藤
・
筑
西
市
長
、
日
置
・
郡
上
市
長
、

佐
藤
・
阿
蘇
市
長
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
道
の
駅
の
特
徴
や
管
理
運
営

体
制
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
活
用
法
、
今

後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
本
文
中
の
役
職
名
・
敬
称
は
一
部
省
略

し
て
い
ま
す
）
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市 長 座 談 会 多機能化する「道の駅」～誕生から30年を迎えて～

道
の
駅
は
地
域
振
興
の
要
の
施
設

河
井　

も
と
も
と
道
路
利
用
者
の
休
憩
施
設
と
し
て
の

色
彩
が
強
か
っ
た
道
の
駅
で
す
が
、
近
年
は
地
域
振
興

や
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
も
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
各
都
市
の
道
の
駅
の
特
徴
や

取
り
組
み
内
容
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

山
田　

白
山
市
で
は
平
成
30
年
４
月
、
県
内
有
数
の
交

通
量
が
あ
る
国
道
８
号
沿
い
に
、
県
内
で
は
26
番
目
、

市
内
で
は
４
番
目
と
な
る
道
の
駅「
め
ぐ
み
白
山
」を
開

設
し
ま
し
た
。
地
場
産
業
の
振
興
と
交
流
人
口
の
拡
大

を
目
的
に
、
市
と
国
土
交
通
省
が
一
体
と
な
っ
て
整
備

を
進
め
た
重
点
道
の
駅
で
す
。

　

建
設
準
備
段
階
か
ら
、
独
自
加
工
商
品
の
開
発
を
支

援
す
る「
白
山
市
６
次
産
業
化
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
」

を
進
め
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
地
場
産
品
売
り
場
で

は
、
地
元
の
農
産
物
に
加
え
て
、
加
工
食
品
の
販
売
に

も
注
力
し
て
き
ま
し
た
。
同
事
業
で
開
発
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
に
道
の
駅
で
販
売
し
た
商
品
は
15
種
類
に
及
び
ま

す
。
ま
た
、
地
元
の
農
業
高
校
と
連
携
し
、
市
の
「
農

林
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
」
を
用
い
た
商
品
開
発
に
も
取
り

組
み
ま
し
た
。
併
せ
て
、
旬
ご
と
の
野
菜
を
使
っ
た
総

菜
な
ど
を
販
売
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
、
生
産
者
支
援

の
一
環
と
し
て
、
通
常
、
規
格
外
品
と
し
て
廃
棄
さ
れ

る
は
ず
の
食
材
を
あ
え
て
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案

し
、
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
訪
れ
た
人
に
地
域
の
魅
力
を
お
伝
え
す
る

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
型
の
道
の
駅
と
し
て
、
情
報
発
信
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。「
観
光
情
報

コ
ー
ナ
ー
」
で
は
市
内
に
３
カ
所
あ
る

鉄
道
車
両
基
地
を
紹
介
し
た
り
、
大

型
パ
ノ
ラ
マ
ス
ク
リ
ー
ン
を
用
い
て

市
の
魅
力
や
観
光
情
報
を
Ｐ
Ｒ
す
る

な
ど
し
て
い
ま
す
。

須
藤　

筑
西
市
で
は
、
令
和
元
年
７

月
、
市
内
の
中
央
を
東
西
に
走
る
国
道

50
号
の
沿
線
に
、
道
の
駅
「
グ
ラ
ン
テ

ラ
ス
筑
西
」
を
開
業
し
ま
し
た
。
国
道

50
号
は
群
馬
県
前
橋
市
か
ら
茨
城
県
水

戸
市
へ
至
る
幹
線
道
路
で
す
が
、「
グ

ラ
ン
テ
ラ
ス
筑
西
」
は
茨
城
県
内
の
同

沿
線
に
初
め
て
開
設
さ
れ
た
待
望
の
道
の
駅
。
お
か
げ

さ
ま
で
、
今
年
の
５
月
30
日
に
は
来
場
者
２
０
０
万
人

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

北
関
東
最
大
級
の
広
大
な
敷
地
を
生
か
し
て
、
そ
の

中
央
部
分
に
は
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
も
利
用
で
き
る

直
径
60
ｍ
の
芝
生
広
場
を
設
置
。
こ
の
広
場
を
取
り
囲

む
よ
う
に
配
置
し
た
多
様
な
建
物
群
を
渡
り
廊
下
で
つ

な
ぐ
「
分
棟
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
敷
地
内
全
体
に
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
と
同
時

に
、
長
時
間
滞
在
し
や
す
い
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
産
物
・
物
産
直
売
所
で
は
、
イ
チ
ゴ
や
こ
だ
ま
す

い
か
、
梨
な
ど
、
市
の
特
産
品
は
も
ち
ろ
ん
、
茨
城
県

の
西
の
玄
関
口
と
し
て
、
近
隣
自
治
体
の
新
鮮
野
菜
や

物
産
品
も
取
り
そ
ろ
え
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

開
業
後
に
道
の
駅
の
隣
に
開
設
さ
れ
た
、
イ
チ
ゴ
を
栽

培
す
る
観
光
農
園「
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ラ
ン
ド
筑
西
」と
提

携
す
る
こ
と
で
、「
イ
チ
ゴ
狩
り
が
で
き
る
道
の
駅
」と

し
て
、
新
た
な
魅
力
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
置　

郡
上
市
は
平
成
16
年
３
月
に
郡
上
郡
７
カ
町
村

が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
合
併
前
か
ら
旧
町
村
単

地場産業の振興と
交流人口の拡大を目的に
市と国土交通省が一体となって
道の駅「めぐみ白山」を
整備しました。

山田 憲昭
白山市長（石川県）

道の駅「めぐみ白山」の商品をSDGsと関連付けて紹介する
ポップを作成した学生たち（白山市）



8SEPTEMBER 2021 市政

位
で
設
置
さ
れ
て
い
た
道
の
駅
が
多
く
、
現
在
は
市
内

の
幹
線
道
路
の
近
辺
に
八
つ
の
道
の
駅
が
営
業
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
単
体
の
施
設
と
し
て
も
人
気
が
あ
り

ま
す
が
、
周
辺
施
設
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
魅

力
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
の
は
道
の
駅「
古
今
伝
授
の
里
や
ま
と
」で

す
。
温
泉
施
設「
や
ま
と
温
泉
や
す
ら
ぎ
館
」が
隣
接
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
然
温
泉
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
道
の
駅
と
し
て
人
気
で
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
の
10
月

に
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
大
浴
場
な
ど
の
機
能
を
あ
え
て

設
け
な
い
、
宿
泊
特
化
型
の
ホ
テ
ル「
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル

ド
・
バ
イ
・
マ
リ
オ
ッ
ト
・
岐
阜
郡
上
」が
近
隣
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
結
果
的
に
、
道
の
駅
、
温
泉
施
設
、

ホ
テ
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い
の
機
能
を
う
ま
く
生
か
し

な
が
ら
、
地
域
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

道
の
駅「
白
山
文
化
の
里
長
滝
」も
同
様
で
す
。
こ
の

道
の
駅
に
併
設
さ
れ
た
「
清
流
長
良
川
の
鮎
」（
世
界
農

業
遺
産
）を
情
報
発
信
す
る
岐
阜
県
の
施
設「
清
流
長
良

川
あ
ゆ
パ
ー
ク
」
の
指
定
管
理
者
を
郡
上
市
が
担
う
こ

と
で
、
一
体
的
な
管
理
運
営
が
実
現
し
、
お
客
さ
ま
へ

の
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

佐
藤　

阿
蘇
市
内
に
は
二
つ
の
道
の
駅
が
あ
り
ま
す
。

道
の
駅「
波
野 

神
楽
苑
」と
道
の
駅「
阿
蘇
」で
す
。
道

の
駅
「
波
野 

神
楽
苑
」
は
食
事
処
や
特
産
品
コ
ー
ナ
ー

の
ほ
か
に
、
神
楽
に
つ
い
て
学
べ
る
資
料
館「
神
楽
館
」

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
の
中
江
・
横
堀
地
区
で

継
承
さ
れ
て
き
た
岩
戸
神
楽
を
中
心
に
、
全
国
の
有
名

な
神
楽
の
面
・
衣
装
な
ど
を
展
示
す
る
、
い
わ
ば
神
楽

の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

一
方
、
道
の
駅
「
阿
蘇
」
は
、
特
産
品
の
展
示
販
売
、

観
光
案
内
と
情
報
発
信
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
資
源
と

連
動
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
も
一
体
的
に
行
う
重
点
道

の
駅
で
す
。
季
節
の
野
菜
や
果
物
を
は
じ
め
、
阿
蘇
の

特
産
品
を
豊
富
に
取
り
そ
ろ
え
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

地
元
の
高
校
生
と
地
元
の
産
品
を
活
用
し
た
商
品
開
発

な
ど
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
の
機
能
が
充
実
し
て

お
り
、
総
合
案
内
所
で
は
観
光
情
報
を
は
じ
め
と
し
た

各
種
情
報
を
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
日
本
語
、
英
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
、
中
国
語
で
案
内
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
多
言
語
で
情
報
発
信
し
、
内
外
か
ら
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
う
れ
し
い
こ
と
に
、
開
業
か

ら
10
年
を
経
た
平
成
30
年
に
来
場
者
１
０
０
０
万
人
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

立
地
条
件
に
合
わ
せ
た
経
営
戦
略

河
井　

お
話
を
お
聞
き
し
て
い
る
と
、
一
言
で
「
道
の

駅
」
と
い
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
、
特
徴
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
設
置
エ
リ
ア
な
ど
に
よ
っ
て

も
、
道
の
駅
の
性
格
が
変
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま

す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤　

阿
蘇
駅
前
に
整
備
さ
れ
た
道
の
駅
「
阿
蘇
」
は
、

周
囲
に
温
泉
施
設
や
公
園
、
医
療
・
行
政
施
設
、
民
間

の
商
業
施
設
な
ど
が
集
積
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
こ

屋外ステージを設けた
直径60ｍの芝生広場を会場に
さまざまなイベントが開催され
集客効果を高めています。

須藤　茂
筑西市長（茨城県）

道の駅の芝生広場を会場に、ラグビーワールドカップのパブリックビューイングを実施（筑西市）
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市 長 座 談 会 多機能化する「道の駅」～誕生から30年を迎えて～

の
一
帯
は
観
光
資
源
と
し
て
の
価
値
向
上
を
目
的
に
、

熊
本
県
と
共
同
で
「
無
電
柱
化
」
の
工
事
を
行
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
周
辺
施
設
と
の
相
乗
効
果
も
生
み
出
さ

れ
、
道
の
駅
の
魅
力
も
高
ま
り
ま
し
た
。
来
場
者
が

１
０
０
０
万
人
を
超
え
た
の
も
、
こ
う
し
た
背
景
が
あ

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

山
田　

道
の
駅「
め
ぐ
み
白
山
」は
、
金
沢
市
と
小
松
市

の
中
間
地
点
に
当
た
る
市
街
地
近
郊
型
の
道
の
駅
で

す
。
先
ほ
ど
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
称
し
た
通
り
、
ま
さ
に

白
山
市
の
玄
関
口
と
し
て
、
こ
の
道
の
駅
を
経
由
し

て
、
市
内
の
魅
力
的
な
観
光
地
を
巡
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
こ
の
道
の
駅

で
は
霊
峰
白
山
、
県
内
最
大
の
流
域
を
誇
る
手
取
川
、

白
砂
青
松
の
日
本
海
な
ど
、
山
・
川
・
海
の
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
白
山
市
の
魅
力
や
、
市
内
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
案
内
な
ど
に
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

須
藤　

道
の
駅「
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
筑
西
」は
複
合
型
の
道

の
駅
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
中
で
も
一
番
の
目
玉
施
設
は
、
屋
外
ス
テ
ー
ジ
を

備
え
た
芝
生
広
場
で
す
。
こ
こ
を
会
場
に
、
ダ
ン
ス
や

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
昨
年
に
国
内
で
開
催
さ
れ
た
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
の
時
に
は
、
地
元
の
青
年

会
議
所
に
よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
目
当
て
に
、
多
く
の

人
が
こ
の
道
の
駅
に
来
場
し
て
い
ま
す
。
立
地
条
件
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
施
設
や
設
備
の
特
徴
を
十
分
に
生

か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
に
活
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、

集
客
効
果
を
よ
り
高
め
て
い
ま
す
。

日
置　

市
内
の
中
山
間
地
に
立
地
す
る
道
の
駅
で
は
、

観
光
客
や
道
路
利
用
者
へ
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
加
え

て
、
住
民
の
生
活
基
盤
を
支
援
す
る
役
割
も
担
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
道
の
駅「
明
宝
」で
は
福
祉
や
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
日
ご
ろ
か
ら
多
く
の

高
齢
の
住
民
が
集
い
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
に
買
い
物
拠

点
が
少
な
い
た
め
、
道
の
駅
内
の「
物
産
館
」で
は
住
民

向
け
に
一
定
の
日
常
生
活
用
品
も
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
将
来
を
見
据
え
て
、
高
齢
者
の
生
活
の

足
の
確
保
を
目
的
に
、
こ
の
道
の
駅
を
拠
点
と
し
た
自

動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
も
行
い
ま
し
た
。

求
め
ら
れ
る
管
理
運
営
体
制

河
井　

道
の
駅
が
効
果
的
な
事
業
活
動
を
行
う
上
で
、

管
理
運
営
体
制
の
在
り
方
も
重
要
な
要
素
だ
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

山
田　

白
山
市
で
は
「
め
ぐ
み
白
山
」
を
開
設
す
る
際

に
、
ど
の
よ
う
な
管
理
運
営
体
制
を
構
築
す
る
か
が
大

き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
、
指
定
管
理
者
を

一
般
公
募
す
る
予
定
で
し
た
が
、「
地
域
の
団
体
内
で

利
害
が
相
反
す
る
と
、
運
営
は
う
ま
く
い
か
な
い
」
と

の
助
言
を
得
て
、
方
針
を
転
換
。
白
山
市
は
平
成
17
年

の
１
市
２
町
５
村
に
よ
る
合
併
を
経
て
、
商
工
会
議

所
、
三
つ
の
商
工
会
の
経
済
団
体
や
観
光
団
体
、
二
つ

の
農
協
が
市
内
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
関

道の駅、温泉施設、ホテルの
それぞれが互いの機能を
うまく生かしながら
地域振興が図られるように
なりました。

日置 敏明
郡上市長（岐阜県）

道の駅「古今伝授の里やまと」（左手前）に隣接する、「やまと温泉やすらぎ館」（右手前）、宿
泊特化型のホテル「フェアフィールド・バイ・マリオット・岐阜郡上」（左奥）（郡上市）
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係
団
体
の
参
画
の
下
、
オ
ー
ル
白
山
体
制
で
新
し
い
道

の
駅
の
事
業
に
臨
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
結
果
と
し
て

「
自
分
た
ち
の
道
の
駅
」と
い
う
意
識
が
関
係
者
間
の
み

な
ら
ず
、
市
民
の
間
で
も
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

須
藤　

道
の
駅「
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
筑
西
」は
、
市
と
商
工

会
議
所
、
商
工
会
、
農
協
、
そ
し
て
金
融
機
関
が
出
資

す
る
第
三
セ
ク
タ
ー「
株
式
会
社
ち
く
せ
い
夢
開
発
」を

指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
商

品
流
通
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、
道
の
駅
の
管
理
運

営
だ
け
で
な
く「
ち
く
せ
い
若
者
支
援
便
」事
業
な
ど
に

も
携
わ
っ
て
お
り
、
将
来
的
に
は
、
道
の
駅
発
着
ツ

ア
ー
の
造
成
や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
多
様
な

形
態
で
観
光
振
興
・
物
産
振
興
な
ど
に
貢
献
し
た
い
と

意
欲
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

佐
藤　

道
の
駅「
阿
蘇
」を
運
営
し
て
い
る
の
は
開
業
以

前
か
ら
、
阿
蘇
市
を
一
つ
の
博
物
館
と
し
て
位
置
付

け
、
文
化
、
自
然
な
ど
豊
か
な
地
域
資
源
を
生
か
し
な

が
ら
、
地
域
振
興
を
図
っ
て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
Ａ
Ｓ

Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
」
で
す
。
施
設
の
管
理
運
営
に
と

ど
ま
ら
ず
、
よ
り
広
い
視
野
で
自
ら
が
ま
ち
づ
く
り
や

観
光
振
興
、
情
報
発
信
に
携
わ
る
こ
と
で
、
市
全
体
の

活
性
化
に
大
い
に
貢
献
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
阿
蘇
市

と
し
て
も
、
非
常
に
頼
も
し
い
存
在
で
す
。

日
置　

郡
上
市
で
は
旧
町
村
時
代
か
ら
、
道
の
駅
を

開
設
す
る
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
セ
ク
タ
ー
を
立

ち
上
げ
、
運
営
の
管
理
委
託
を
行
っ
て
き
た
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
道
の
駅
「
古
今
伝
授
の
里
や
ま
と
」
も
そ

の
一
つ
で
す
が
、
こ
の
指
定
管
理
者
は
「
古
今
伝
授
の

里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
も

も
ち
ど
り
」や「
や
ま
と
温
泉
や
す
ら
ぎ
館
」な
ど
、
周

辺
施
設
の
管
理
も
担
っ
て
い
る
「
郡
上
大
和
総
合
開
発

株
式
会
社
」
で
す
。
企
画
運
営
の
能
力
の
高
さ
に
加
え

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
事
業
に
一
体
的
に
携
わ
る
こ

と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
に
も
大
い
に
貢
献

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

防
災
機
能
の
向
上
に
向
け
て

河
井　

近
年
、
道
の
駅
の
新
た
な
機
能
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
の
が
、
防
災
機
能
で
す
。
地
域
の
防
災

拠
点
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
か
。

須
藤　

道
の
駅
「
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
筑
西
」
は
昭
和
61
年
、

台
風
10
号
を
原
因
と
す
る
水
害
が
発
生
し
、
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
小
貝
川
に
近
い
エ
リ
ア
に
立
地
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
防
災
対
策
の
一
環
と
し
て
、
周
囲

の
国
道
よ
り
も
60
㎝
ほ
ど
か
さ
上
げ
し
て
か
ら
道
の
駅

を
建
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
敷
地
内
の
駐
車
場
は

３
６
０
台
も
の
車
両
を
収
容
で
き
る
大
規
模
な
も
の
で

す
。
こ
う
し
た
特
性
を
生
か
し
て
、
今
年
の
２
月
に
は
、

市
、
道
の
駅
、
常ひ
た
ち陸
河
川
国
道
事
務
所
と
の
間
で
協
定

を
結
び
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
後
方
支
援
活
動

の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

山
田　

防
災
対
策
は
市
政
の
中
で
も
大
き
な
柱
で
す
。

道
の
駅「
め
ぐ
み
白
山
」で
も
、
災
害
時
の
拠
点
と
し
て

対
応
で
き
る
よ
う
、
自
家
用
発
電
機
や
衛
星
電
話
、
マ

ン
ホ
ー
ル
型
ト
イ
レ
、
防
災
か
ま
ど
ベ
ン
チ
な
ど
、
さ

道の駅「阿蘇」では
熊本地震の発生直後から
販売商品の提供や
道路情報の伝達など
復旧支援を担いました。

佐藤 義興
阿蘇市長（熊本県）

道の駅「阿蘇」内の「総合案内所」では、スタッフが外国人観光客に多言語で情報を提供（阿蘇市）
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市 長 座 談 会 多機能化する「道の駅」～誕生から30年を迎えて～

ま
ざ
ま
な
防
災
設
備
を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害

発
生
時
に
は
道
路
利
用
者
や
周
辺
住
民
の
避
難
所
と
し

て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
水
や
非
常
食
な
ど
の

備
蓄
も
行
っ
て
い
ま
す
。

日
置　

道
の
駅「
古
今
伝
授
の
里
や
ま
と
」で
も
、
防
災

備
蓄
倉
庫
や
電
力
確
保
の
た
め
の
太
陽
光
発
電
装
置
を

設
け
る
な
ど
、
防
災
へ
の
備
え
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
昨
年
９
月
に
集
中
豪
雨
が
発
生
し
た
際

に
は
、
大
規
模
な
停
電
の
発
生
に
よ
り
長
期
間
に
わ

た
っ
て
自
宅
の
お
風
呂
に
入
れ
な
い
住
民
が
い
た
こ
と

か
ら
、
道
の
駅
に
隣
接
し
た
「
や
ま
と
温
泉
や
す
ら
ぎ

館
」
で
温
泉
の
無
料
開
放
を
実
施
す
る
な
ど
、
被
災
者

支
援
の
取
り
組
み
も
行
い
ま
し
た
。

佐
藤　

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
自
動
車
で
移
動
し
て
い
る
と
き
に
、
見
知
ら
ぬ
土

地
で
被
災
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で

大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
が
道
の
駅
で
す
。

　

実
際
、
阿
蘇
市
は
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
多

大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
道
の
駅
「
阿
蘇
」
で
は
、

地
震
直
後
か
ら
車
中
泊
の
被
災
者
の
受
け
入
れ
や
、
物

資
が
不
足
し
た
避
難
所
へ
の
商
品
提
供
な
ど
の
支
援
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
他
県
か
ら
の
消
防
救
助
班

の
結
集
拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
阿
蘇
周
辺
の
道
路
情
報
を
独
自
に
住
民
や
ド

ラ
イ
バ
ー
か
ら
聞
き
取
り
、
観
光
マ
ッ
プ
に
落
と
し
込

ん
で
、
住
民
や
復
旧
支
援
に
向
か
う
ド
ラ
イ
バ
ー
に
提

供
す
る
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
道
の
駅
へ

河
井　

最
後
に
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

佐
藤　

市
内
に
あ
る
二
つ
の
道
の
駅
は
住
民
自
身
も

出
資
し
た
団
体
が
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
持

続
可
能
な
道
の
駅
の
在
り
方
を
考
え
る
と
、
今
後
も

行
政
が
あ
ま
り
中
に
入
ら
ず
に
、
自
主
的
な
運
営
を

続
け
て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

後
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
て
、
ま
た
多
く
の
観
光

客
で
に
ぎ
わ
う
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
し

た
お
も
て
な
し
が
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
で
す
ね
。

日
置　

郡
上
市
に
は
１
９
９
０
年
代
に
開
業
し
た
道
の

駅
が
多
く
、
一
部
の
施
設
で
は
老
朽
化
問
題
が
発
生
し

て
い
る
た
め
、
施
設
の
改
修
な
ど
も
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
道
の
駅
に
物
産
品
を
納
入

す
る
生
産
者
の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
ご
当

地
商
品
の
充
実
に
向
け
て
、
農
業
振
興
に
も
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

須
藤　

筑
西
市
で
も
農
業
生
産
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
農
産
物
の
納
入
が
生
産
者
に
と
っ
て
大
き
な
負

担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
道
の
駅
の
持
続
可
能
性
を
考
え

る
と
大
き
な
課
題
で
す
。
今
後
は
道
の
駅
の
方
か
ら
生

産
者
の
も
と
に
集
荷
に
訪
れ
る
な
ど
の
対
策
も
考
え
て

い
き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
最
近
は
新
た
な
試
み
と
し

て
、
畑
で
採
れ
た
農
産
物
を
ロ
ボ
ッ
ト
に
載
せ
、
道
の

駅
に
届
け
る
実
証
実
験
な
ど
も
進
め
て
い
ま
す
。

山
田　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
認
定
を
受
け
た
白
山
市

で
は
、
金
沢
星
稜
大
学
と
の
包
括
連
携
協
定
の
一
環
と

し
て
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
道
の
駅
の
付
加
価
値
向
上
に

向
け
た
活
動
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
、
学
生
の
皆
さ
ん
は
道
の
駅
「
め
ぐ
み
白
山
」
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
ポ
ッ
プ
の
作
成
を
通
じ
て
地
元
産
の

商
品
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
関
連
付
け
て
紹
介
し
た
り
、
来
場

者
を
対
象
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知
度
調
査
を
実
施
す
る
な

ど
、
各
種
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
学
生
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
様
な
意
見
を
取
り
入

れ
て
、
持
続
可
能
で
、
魅
力
あ
る
道
の
駅
の
実
現
に
、

努
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

河
井　

各
市
長
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
、
私
自
身
も

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
設
置
す
る
エ
リ
ア
の
特

性
も
見
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
軸
に
、

道
の
駅
を
開
設
す
る
の
か
。
さ
ら
に
、
地
域
活
性
化

の
実
現
に
向
け
て
、

い
か
に
企
画
運
営
能

力
の
高
い
指
定
管
理

者
に
事
業
を
委
託
す

る
の
か
。
非
常
に
大

き
な
問
題
で
あ
る
こ

と
が
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
の
主
体
と
手

を
組
み
な
が
ら
、
よ

り
魅
力
的
な
道
の
駅

の
形
成
に
向
け
て
ご

努
力
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
日

は
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
令
和
３
年
７
月
13
日
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
形
式
に
て
開
催
）

本
コ
ー
ナ
ー
は
隔
月
掲
載
と
な
り
ま
す
。
次
回
は
11
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

河井 孝仁
東海大学文化社会学部広報メディア学科教授


